
睡眠呼吸管理部門が新設されます 

助教 小林 和幸 

この度、帝人在宅医療株式会社のご厚意により呼吸

器内科学分野に睡眠呼吸管理部門が設立されるこ

とになりました。本部門は睡眠時無呼吸症候群

(SAS)を中心に、実地臨床を通じて睡眠呼吸障害お

よびその合併症に対する総合的な研究を行う部門で

す。神戸大学呼吸器内科は大学病院の中でも比較

的早期からSASの診療・研究に取り組み、多くの実績

を残してきたことが評価され今回の本部門設置に

至ったものと、諸先輩方のご尽力に感謝致します。 

 SASは閉塞型(OSAS)と中枢型(CSAS)に分類され

ますが、特にOSASは多くの生活習慣病と密接に関

連しており、欧米型の生活習慣となった日本の社会

においては、今後も患者数の増加が予測される疾患

群の一つです。しかし、本邦における睡眠障害の専

門医の数は少なく、特に生活習慣病などの合併症治

療を含めた全人的な診療を行える専門医は極めて

少ないのが現状です。本部門では睡眠障害だけでな

く、生活習慣病を含めた総合的治療のできる睡眠専

門医の育成を目指します。  

 また、近年、慢性心不全に合併するCSASを中心と

した呼吸障害が注目を浴びています。今まで効果的

な治療法がありませんでしたが、CSASの呼吸管理デ

バイスが開発され、新しい心不全治療として期待さ

れています。当部門では循環器内科と協力し、心不

全の睡眠呼吸障害についても研究していく予定で

す。睡眠障害は生活習慣病や慢性心不全などの慢

性疾患と関わりが深いため、長期間にわたる患者の

フォローが必要です。先生方と睡眠障害患者の診療

を通じて医療連携が構築できれば幸甚です。何卒先

生方のご指導、ご協力をお願いいたします。 

ハイライト: 

神戸大学呼吸器内科より先生方

への情報提供を目的に、ニュー

スレターを年４回発刊することに

致しました。有意義な情報提供を

行う所存でありますが、ご意見・感

想を頂ければ幸甚に存じます。 
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この冬は寒さも厳しく、またインフルエンザを初めとし

て感染症患者数も多い状況が続いておりましたが、

先生方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び

申し上げます。本年もどうぞよろしく御願いいたしま

す。 

 これまでの諸先輩、同窓会の先生方のご努力の賜

と思っておりますが、神戸大学呼吸器内科の実績が

少しずつ認められるようになりました。今年は私共に

とって大きな変化が期待される年と位置づけていま

す。一つには、2011年度より呼吸器内科学分野に

「睡眠呼吸管理部門」が設置されることとなり、特命

講師１名（小林和幸助教が昇任予定）、特命助教

（笠井大介医師が採用予定）の計２名の教員が増員

予定です。また、福島県立医大出身の立原素子先

生が４月より（特定）助教として採用予定です。 

 二つ目としては、2011年度の日本呼吸器学会近

畿支部呼吸の日記念市民講座を当科が担当するこ

とになりました。本年5月8日（日）午後１時より兵庫県

医師会館で予定しております。気管支喘息、COPDの

啓発を目指し、神戸中央市民病院呼吸器内科富井

啓介先生と柏原赤十字病院院長片山覚先生のご講

演、長野オリンピック金メダリスト清水宏保様との対談

を予定しております。多数の方々のご参加を期待して

おります。 

 また、兵庫県喘息死ゼロ作戦は兵庫県医師会を中

心として多くの先生方のご協力を頂き、昨年度より活

動を始めました。是非、「喘息死ゼロ」プロジェクトへの

ご理解を頂ければ幸甚

に存じます。 

 呼吸器診療には、質・

量ともにまだまだ足りない

要素も多く、日々改善の

ための努力をしていると

ころですが、先生方のご

支援、ご協力を何卒よろ

しく御願いいたします。 
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2010年当科の臨床実績のご報告 

病棟医長：講師 小谷 義一 

2010年の呼吸器内科入院患者数は延べ587名でし

た。定数26名の病床を効率的に運用し、在院日数

は13日前後、病床稼働率も94%と当大学病院他科

や他大学病院呼吸器内科と比較しても非常に良い

成績となっております。 

 内容は例年通り肺癌患者が全体の約65%ともっとも

多くなっておりますが、間質性肺炎、重症呼吸不全

などの入院数も増加しました。 

 また気管支鏡検査は右図にありますように、年々件

数が増加し、昨年は426件となりました。 

 患者数の増加、早期退院、そして気管支鏡件数の

増加いずれも地域の先生方のご協力の結果と考えま

す。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 
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兵庫県喘息死ゼロ作戦について 

本邦における成人気管支喘息の有病率は欧米と比

べて低いが、人口10万人当たりの喘息死亡者数は

高い状況です。厚生労働省人口動態調査によると、

全年齢における喘息の死亡数は、1995年に7,253

人とピークを示した後、2000年4,427人と順調に減

少し、2009年は2,139人へとさらに減少しました。し

かし、年間2,000名以上の患者が気管支喘息によっ

てお亡くなりになっています。 

 本邦の喘息死には、大きく二つの特徴があります。

喘息死亡者の90％近くが60歳以上の高齢者で占め

られている点と、喘息死亡率には地域間に差が認め

られる点です。 

 このような状況の下、喘息死は予防できるものであ

るという観点から、2006年度に厚生労働省が「喘息

死ゼロ作戦」を提案したことを受け、兵庫県全体とし

て質の高い喘息治療を目指し「兵庫県喘息死ゼロ作

戦」が2010年に設立されました。２次医療圏毎に世

話人を置き、世話人が中心となって事業を進めてい

ます。医師、薬剤師、看護師に対する講演会や研修

会、市民講座などを通じて、喘息治療の啓発活動を

行っています。 

 実りのあるプロジェクトとして継続したい所存です。ご

協力を是非よろしくお願いいたします。  

大学病院の呼吸器内科外来体制が変わります！ 

2011年4月から呼吸器内科外来体制を変更致します。大学病院としてより専門性の高い外来診療を行う目的

で、午後に専門外来を行うこととしました。先生方からご紹介いただいた患者さんは初診外来で診察させていた

だいた上で、各専門外来にて専門的治療を受けてもらいます。呼吸器疾患に対する幅広い対応ができるよう努

力しておりますので、診断・治療にお困りの症例がございましたら是非ご紹介下さい。 
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肺がんから「せき」「息切れ」まで 

何でもご相談下さい！ 
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